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和太鼓の演奏や市内出身のミュージシャンによる弾き語り、絵
本の読み聞かせなども催され、来場者を魅了していました。

　「燈
とも し び

火」（同実行委員会主催）は12月16日、長沼フート
ピアトヨテツの丘公園で開かれ、約1,000人が来場しま
した。
　希望ある未来への願いを込めて、地域を明るく照ら
そうという思いから始まったこのイベントは、今回で
２回目の開催。イベントでは、住民参加のワークショッ
プなどで制作された約500個のキャンドルがともされ、
風車のライトアップと重なった温かい光の装飾が会場
を彩りました。家族で訪れた及川鮎

あゆ

美
み

さん＝迫町江合
＝は「霧の中に浮かび上がった美しい光景がとても幻
想的で、感動しました」と話しました。

太くて長い立派なわらは、縁起の良い酒米などから取れたもの。
完成したしめ縄は、玄関などに飾られ、正月を迎えました。

　「しめ縄づくり講習会」は12月12日、北方公民館で開
かれ、地域住民など12人が参加しました。
　新年を迎える準備として、同公民館の恒例行事とな
っている、しめ縄を使った正月飾り作りの講習会。材料
には、地元の農家から提供を受けた稲わらを使用して
います。参加者は、講師の及川時

とき

男
お

さん＝迫町山の内＝
の指導を受けながら、昔ながらの技法で手際よく縄を
より合わせていました。加藤信

のぶ

子
こ

さん＝登米町峯畑＝
は「仕事のご縁で３年前から参加しています。家族の健
康を祈りながら作るしめ縄飾りは、わが家に欠かせな
いものになっています」と話していました。

寒空の下、熱々のはっとを求める来場者で、どのブースにも大行
列ができていました。

　「日本一はっとフェスティバル」（同実行委員会主催）
は12月３日、エスファクトリー東北中江公園で開かれ、
約３万人が訪れました。
　会場では、市内の飲食店など11団体がはっとを販売。
油麩やきのこを使った定番メニューのほか、カレーや
ピザ味など、さまざまな味付けのはっと汁が提供され
ました。また、姉妹都市の富山県入善町による地域連携
コーナーが設けられ、大勢の人が特産品などを買い求
めました。家族で訪れた吉田将

まさ

也
な り

さん＝気仙沼市＝は
「いろんな種類のはっとの食べ比べを楽しみました。牛
筋入りはっとがお気に入りです」と話しました。

武川氏にカメラの設定方法を聞きながら登米町の風景を撮影。
撮った写真を見せ合いながら、意見交換をしていました。

　「登米の日常をかけがえのない日にする写真教室」は
12月11日、教育資料館（旧登米高等尋常小学校）で開か
れ、事業者や個人など41人が参加しました。
　写真教室は、多くの人に本市の魅力を発信してもら
うことなどを目的に開催。本市出身で鉄道写真家の武
川健

けん

太
た

氏を講師に迎え、日常の風景を印象的に撮影す
る方法などについて学びました。受講した鎌田直

なお

美
み

さ
ん＝米山町町吉田＝は「逆光で撮影したり、明るさを調
整したりすることで印象的な写真になることが分かり
ました。今日教えてもらったことを参考にして、今後は
工夫しながら撮影してみます」と話していました。

大勢の選手に混じって、大会を盛り上げる仮装ランナーも参加。
観客を楽しませていました。

　「第35回カッパハーフマラソン」（同実行委員会主催）
は12月３日、登米総合体育館をメイン会場に開催され、
全国各地から集まった1,500人を超えるランナーたち
が健脚を競いました。
　競技は、距離ごとのハーフ、10㌔、５㌔の３種目で開
催。選手たちは体育館前をスタートし、沿道の応援を受
けながら、雄大な北上川を眺める川沿いのコースを駆
け抜けました。男子ハーフの部で優勝した小野寺陸

りく

さ
ん＝岩手県＝は「観客からの声援が力になり、最後まで
走り抜くことができました。自己ベストも更新できて
最高の気分です」と話していました。

書道体験では、初めて使う筆や墨に戸惑いながらも、真剣なまな
ざしで取り組んでいました。

　市が友好確認書を取り交わしているオーストラリア
のオルドリッジステイトハイスクールから、青少年訪
問団12人が訪れ、12月７日から10日までの４日間、ホー
ムステイなどで交流を深めました。
　訪問団は、教育資料館の見学や大獄山興福寺での書
道体験、佐沼高校の生徒たちとの交流などを通して、日
本文化について学びました。８日には、石森ふれあいセ
ンターで歓迎ポットラックパーティーを開催。市内の
こどもたちや日本に住む外国人と、お互いの文化につ
いて話したり、居合道などの催しを見たりして、充実し
た時間を過ごしました。


